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素早い状況判断と運動制御を支える脳情報処理の仕組み

豪速球を見極めて打つ脳力

どんな研究
野球で時速150kmの豪速球を打つとき、打者は約0.4秒で球筋を見極めバットを操らなければなりません。し
かし、正確な判断や運動には時間を要します。このような厳しい時間制約下でどのように判断と運動を両立さ
せているのか、その脳情報処理の仕組みについて調べました。

どこが凄い
判断や運動の研究は個別に行われがちですが、両者は密接に関係すると考えられます。私たちは、判断と運動
の関係性を評価するための打撃実験を行い、時間が厳しいと球筋を判断する効果は低下するが、その低下を補
うために運動戦略を変える能力が重要であることを明らかにしました。

めざす未来
主に身体的な側面（体力面）から行われてきたアスリートの評価やトレーニングに対して、認知や運動制御な
ど様々な脳の情報処理機能、いわば「脳力」面の評価や学習手法を確立することをめざしています。さらに、
新たな才能発掘やスポーツ以外の領域での活用なども期待されます。
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